
＃２６６「必然 」 

 

こんにちは。塾長の大井です。 

８期生受験戦記第１９回です。 

 

ＳさんＫさん双子とずっと共に歩んだＲさんも、2 人への想いを語って

います。 

『そのころには、ＫとＳともかなり長い時間を過ごしていたし、力の差

もそこまでなかったから、お互いにいい刺激になっていたと思う。TOP

には常に上がいる。クラスで１位になっても、大井先生と田宮先生とい

う圧倒的な２人がいる。そして私には特に国語でＫとＳの目指すべきハ

ッキリとした大きな背中がいつもあった。それはとっても恵まれている

ことだったと本当に思った。』 

そしてこの言葉通り、２人と競い成長してきた国語で、Ｒさんは終盤大

きな飛躍を見せます。Ｒさんの２人への想いは、これだけにとどまらず、

後の場面でも出てきます。 

 



子ども時代には 10 代で出会うたくさんの友人がいることでしょう。

TOP では 10 歳そこそこの子供たちが、自分の歴史と積み重ねてきたも

のをお互いに尊重し、お互いの成長や合格を願い、日々濃密な時間を過

ごしています。 

中には遊んだことはもちろん、話したことさえない仲間もいるかもしれ

ません。それでも、彼らの間に存在するリスペクトや敬愛の気持ちは、

受験にとどまらず、彼らの中にずっと残る大きな財産となると感じてい

ます。 

８期生はそんな強固な横のたすきで分かち難く結ばれていた、TOP 史上

に残るチームでした。 

彼女たちの偉業は、為されるべくして成された、必然の金字塔だったの

かもしれません。 

 

そして入試本番が刻々と近づいてきました。桜蔭、雙葉という猛者が集

う大きな挑戦ですが、積み上げた歴史は彼女たちを確実に成長させまし

た。外部模試の中でも最も本番への試金石となる 11 月の SAPIX オープ

ンでも、もう雙葉しか見えないＳさんは算数と国語を揃えて 80%を叩き



出し、Ｒさんは最難関の桜蔭で 50%の健闘でした。その中にあって、Ｋ

さんは雙葉 30％とまだまだ予断を許さない状況でした。 

双子のＳさんの成長や、Ｒさんの圧倒的な算数を間近で見て、きっと彼

女には焦りや不安もあったと思います。それでも誰もに「努力の人」と

言わしめたＫさんは、夢をあきらめませんでした。 

『私が弱い自分を克服できた理由の最後は、ＲやＳちゃん、大井先生、

田宮先生の合格への熱い想いがあったからだ。この４人がいつまでも天

しか見ていなかったから、自分がこのチームで下を向いている、または

全力を出しきれなくて苦しんでいる場面ではないと心を奮わせることが

できた。』（原文のまま） 

私はＫさんの合格体験記のこの一節を読んで、胸が震えました。そして

私からも彼女に言いたいと思います。 

君がいたから、みんなもがんばれたんだと。 

 

時々生徒から耳にしますが、他塾では上位クラスの子が、下位クラスの

子を見下し、学校でマウントを取ってくることがあるようです。TOP で

は学力に関係なく、誰もがクラスを、チームを引っ張ることができると

いつも教えています。学力に差があるのは仕方のないことです。でもい



くら地力が劣ろうとも、勉強に向かう姿勢がひたむきであれば、その生

徒は学力の優劣を超えて、仲間やライバルを奮い立たせる存在なのです。 

Ｋさんはそんな TOP ism を象徴する、８期生に不可欠な存在でした。 

 

（第２０回につづく） 

 

２０２３年１１月５日 

大井 雄之 


